
平成１４年７月から９月にかけて吹田市垂水町

３丁目において垂水
たるみ

南
みなみ

遺跡
いせき

第５８次調査が実
じっ

施
し

されました。ここでは古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

の大
だい

規
き

模
ぼ

な河
か

道
どう

とともに、古墳時代の多量
たりょう

の土器
ど き

も出土
しゅつど

しまし

たが、弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

中期
ちゅうき

の遺
い

存
ぞん

状態
じょうたい

の良
りょう

好
こう

な土器の

出土が注目
ちゅうもく

されました。垂水南遺跡からこれほ

ど多量に弥生時代の中期の土器が出土したこと

は珍しく、今後、弥生時代の集落
しゅうらく

研究
けんきゅう

に大きく

資
し

することになると思われます。（詳しくは７･

８頁へ）

－1－

▲弥生土器壷（中期）の出土状況

垂水南遺跡で弥生中期の土器出土
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平成
へいせい

１４年
ねん

度
ど

においても、吹田市では埋蔵
まいぞう

文化財
ぶんかざい

をはじめ各種
かくしゅ

文化財について、調査
ちょうさ

や

保護
ほ ご

を行
おこな

ってきました。

昨
さく

年
ねん

度
ど

登録
とうろく

されました千里
せん り

山
やま

西
にし

１丁
ちょう

目
め

所在
しょざい

の

千里
せん り

寺
じ

本堂
ほんどう

に引
ひ

き続
つづ

きまして、今年度は岸部
きし べ

中
なか

５丁目に所在します大光
だいこう

寺
じ

太子
たい し

館
かん

が、平成１４年

６月２５日に国
くに

の文化財登録
とうろく

原簿
げん ぼ

に登録され、平

成１４年７月１６日に官報
かんぽう

告示
こく じ

されました。なお、

両寺
りょうじ

には、登録有形
ゆうけい

文化財であることを明示
めい じ

す

るため、登録銘板
とうろくめいばん

を設置
せっ ち

しました（詳
くわ

しくは４

～５頁をご覧下
らんくだ

さい）。

埋蔵文化財の調査に

つきましては、今年度

は、垂水
　たるみ　

南
みなみ

遺跡
　いせき　

（第
だい

５８

次
じ

調査
ちょうさ

）、高城
たかしろ

Ｂ
びー

遺跡
い せ き

、

都
と

呂須
ろ す

遺跡、市
し

営
えい

岸
きし

部
べ

中
なか

住宅
じゅうたく

建替
たてかえ

に伴
ともな

う吹
すい

田
た

操
そう

車
しゃ

場
じょう

遺跡、土地
と ち

区
く

画
かく

整
せい

理
り

事
じ

業
ぎょう

に伴う榎
え

坂
さか

遺

跡（第６次調査）、高浜
たかはま

遺跡において発掘
はっくつ

調査

を実施
じ っ し

しました。この

他
ほか

、埋蔵文化財包蔵
ほうぞう

地
ち

及
およ

びその周辺
しゅうへん

地
ち

などに

おいて、４７件の試
し

掘
くつ

調

査、７６件の立会を実施

しました。（２月末日現在）

高城Ｂ遺跡では、中世
ちゅうせい

を中心
ちゅうしん

とす

る遺物
いぶ つ

包含層
ほうがんそう

が確認
かくにん

され、土師器
は じ き

や

須恵器
す え き

、瓦器
が き

などの土器
ど き

が出土
しゅつど

し、

さらに下
か

層
そう

からはピット１基
き

、溝
みぞ

２

条
じょう

がみつかりました。

都呂須遺跡では、中世の土師器、

瓦器が出土するとともに、ピット１

基、土
ど

坑
こう

１基、溝１条がみつかりま

した。

また、榎坂遺跡では、土地区画整

理事業に伴い今年度も発掘調査（第

４～６次）を実施しました。これら

の調査では、古墳
こふん

時代
じだい

の竪穴
たてあな

式
しき

建物
たてもの

跡
あと

、平安
へいあん

時代の柱穴・井戸
い ど

・大溝
おおみぞ

、中世の溝跡

などが見つかり、これらの遺
い

構
こう

と共
とも

に弥生
やよ い

土
ど

器
き

、

土師器、須恵器、緑釉
りょくゆう

陶器
とうき

、瓦器などの遺物が

多量
たりょう

に出土しました。

これらの調査により、平成１４年度では、朝日
あさひ

町
まち

遺跡、垂水南遺跡、高城Ｂ遺跡において遺跡

の範囲
はん い

が拡大
かくだい

されました。今後
こん ご

これらの地域
ちい き

に

ついては、埋蔵文化財の保護についてご協力
きょうりょく

い

ただくことになります。

この他、昭和５５年度に紫
し

金山
きんざん

公園
こうえん

に移
い

築
ちく

しま

した吹田３４号
ごう

須恵器
す え き

窯跡
かまあと

の覆屋
おおいや

が老朽
ろうきゅう

化
か

したた
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▲榎坂遺跡発掘調査風景

▲範囲が拡大した遺跡

高城B遺跡
（拡大）

平成14年度の主な文化財保存事業�

垂水南遺跡
（拡大） 朝日町遺跡

（拡大）



め、今年度建替
たてかえ

を行いました。

埋蔵文化財以外
いが い

の文化財事業としては、吹田

市内に所在
しょざい

する文化財の調査を行うとともに、

文化財
ぶんかざい

保護
ほ ご

条例
じょうれい

によって指定
して い

並
なら

びに登録
とうろく

された

文化財を保護していくために、市より補助
ほじ ょ

金
きん

を

交付
こう ふ

しています。今年度は、本市
ほん し

指定
して い

有形
ゆうけい

民俗
みんぞく

文化財
ぶんかざい

では「神境
しんけい

町
ちょう

地車
だんじり

」・「西奥
にしおく

町
ちょう

地車」・

「浜
はま

の堂
どう

地車」の保存
ほぞ ん

修理
しゅうり

に対
たい

して、本市登録
とうろく

地
ち

域
いき

無形
むけ い

民俗文化財では「山田
やま だ

伊射奈岐
い ざ な ぎ

神社
じんじゃ

太鼓
たい こ

神輿
み こ し

」・「泉殿
いずどの

宮
ぐう

神楽
か ぐ ら

獅子
じ し

」・「権六
ごんろく

おどり」

に対して補助金の交付を行いました。

また、文化財調査については、市内に残されて

いた古民
こみん

家
か

等
とう

の建築物
けんちくぶつ

について、引
ひ

き続
つづ

き所
しょ

有者
ゆうしゃ

のご協力
きょうりょく

を得
え

て記録
きろく

を行った他、大阪
おおさか

府
ふ

文
ぶん

化
か

財
ざい

愛
あい

護
ご

推進
すいしん

委員
いいん

や吹田郷土
きょうど

史
し

研究会
けんきゅうかい

、市民
しみん

のみなさん

に委託
いた く

して、市域
しい き

内
ない

の神社
じんじゃ

境内
けいだい

にある石造
せきぞう

物
ぶつ

の

所在
しょざい

とその内容
ないよう

について調査を行いました。

この他、博物館
はくぶつかん

においては、平成１３年度より

始まりました「埋蔵
まいぞう

文化財
ぶんかざい

発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

成果
せ い か

展
てん

『土
つち

の中
なか

からコンニチハ』」を、今年度も８月１７日º

～９月８日∂の間
あいだ

を会期
かい き

として開催
かいさい

し、市内に

おける古代
こだい

の遺跡
いせ き

や平成１３年度に実施
じっし

した発掘

調査の成果について紹介
しょうかい

しました。市内の古代

遺跡につきましては、蔵人
くろうど

･垂水
たるみ

南
みなみ

･高浜
たかはま

･高城
たかしろ

Ｂ
びー

遺
い

跡
せき

など市内における代表
だいひょう

的
てき

な奈良
な ら

～平安
へいあん

時代
じだ い

の遺跡を紹介し、平成１３年度発掘調査成果とし

ては、土地
と ち

区画
くか く

整理
せい り

事業
じぎょう

に伴
ともな

う榎
え

坂
さか

遺跡
いせ き

第３次

調査、朝日
あさ ひ

町
まち

遺跡１次調査、高城遺跡６次調査

などについて紹介しました。また、発掘調査や

出土
しゅつど

資料
しりょう

等
とう

を整理
せいり

する内業
ないぎょう

調査の作業
さぎょう

の様子
ようす

を、

写真
しゃしん

パネルや実際
じっさい

に使用している道具
どう ぐ

類
るい

、模型
もけ い

などの展示
てん じ

をとおして紹介した他、今回初めて

「土器にふれてみよう!!」と題
だい

して、吹田１２号

須
す

恵器
え き

窯跡
かまあと

出
しゅつ

土
ど

の須恵器に直
じか

に触
ふ

れ、破片
は へ ん

を

接合
せつごう

していただく体験
たいけん

コーナーを設
もう

けました。

あわせて、「歴史
れきし

講演会
こうえんかい

」を成果展会期
かいき

中
ちゅう

に当
あ

たる８月２４日ºに、講座
こうざ

室
しつ

において開催
かいさい

しまし

た。大阪
おおさか

市立
しり つ

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

医学
いが く

研究
けんきゅう

科
か

安部
あ べ

みき子
こ

氏
し

を講師
こう し

に迎
むか

え、『骨
ほね

は語
かた

る－古代
こだ い

大阪
おおさか

のくらし

と風景
ふうけい

－』と題して、大阪府内各地で出土した

獣骨
じゅうこつ

を通
とお

して見
み

た古代大阪のくらしの様子
よう す

や景
けい

観
かん

などについて語
かた

っていただきました。この他、

博物館文化財担当
たんとう

職員
しょくいん

による近年
きんねん

の発掘調査成

果報告
ほうこく

も併
あわ

せて行
おこな

いました。
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▲歴史講演会

▲展示風景（土器にふれてみよう！！、内業調査風景写真など） ▲発掘調査の様子を再現



現在、吹田市内には国指定の史
し

跡
せき

２件、重要
じゅうよう

文化財
ぶんかざい

４件、重要
じゅうよう

有形
ゆうけい

民俗
みんぞく

文化財
ぶんかざい

２件、大阪府

指定の有形
ゆうけい

文化財
ぶんかざい

５件、史跡１件、市指定の有

形文化財１件、有形民俗文化財７件、市登録の

有形文化財１件、無
む

形
けい

民俗
みんぞく

文化財
ぶんかざい

３件があり、

建造物
けんぞうぶつ

・仏像
ぶつぞう

・絵画
かい が

・遺跡
いせ き

、また祭礼や年中行

事など、いろいろな種類の文化財が指定あるい

は登録されています。

これらの文化財は長い歴史の中で生まれ、育

まれ、今日まで守り伝えられてきた貴重な国民

的財産であり、所有者の方々とともに未来へ守

り伝えていこうとするものです。

そして今回、新たに千里
せん り

山
やま

西
にし

１丁目の千里
せん り

寺
じ

本堂
ほんどう

が平成１４（２００２）年２月１４日に、岸部
きしべ

中
なか

５丁目の大光
だいこう

寺
じ

太子
たいし

館
かん

が平成１４（２００２）年６月

２５日に国の登録
とうろく

有形
ゆうけい

文化財
ぶんかざい

に登録されました。

これまでの文化財の指定という制度では対象

となるものは歴史上あるいは芸術上価値が高い

優品
ゆうひん

で、その保存を一番の目的とし、現状を変

えることに厳しい制約があります。

しかし、私たちの身近にありながら、文化財

としての評価が高く、現在も社会生活の中で

機能
きのう

している建造物等が数多くあります。

それらを文化財としての価値
か ち

を維持
い じ

しつつ、

地域
ちい き

の活性化
かっせいか

等のために積極的
せっきょくてき

に活用
かつよう

しながら

守ってゆく、つまり活用することが文化財を保

存してゆくことにつながるという考え方の文化

財保護制度が文化財登録制度です。

建築後５０年を経過した建造物で、文化財とし

ての価値が高いものが対象となります。
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千里寺本堂と大光寺太子館が国の登録文化財に�

▲千里寺本堂（北西から）



千里寺本堂

千里山西１丁目の高台
たかだい

にある千里寺の本堂は

昭和３（１９２８）年に京都で行われた昭和
しょうわ

大礼
たいれい

に際して建てられた饗宴
きょうえん

場
じょう

の遺構
いこう

です。

大礼後、饗宴場の建物の一部を関西大学が譲
ゆず

り受
う

け、講堂
こうどう

等として使用されていましたが、

昭和２８（１９５３）年に千里寺に移され本堂とな

りました。

本堂は桁行
けたゆき

１６間
けん

（２８.８ｍ）、梁行
はりゆき

９.５間

（１７.１ｍ）で入母屋
い り も や

造
づくり

の屋根で、現在は瓦葺
かわらぶき

です

が当初は銅板
どうばん

葺
ぶき

の建物でした。

本堂の建築
けんちく

部材
ぶざい

の大半は創建
そうけん

当時のものが使

われており、飾
かざ

り金具
かな ぐ

を取り付けた黒漆塗
くろうるしぬり

の豪
ごう

華
か

な二重
にじゅう

折上
おりあげ

格
ごう

天井
てんじょう

、鳳凰
ほうおう

の装飾
そうしょく

がある３５燈用
とうよう

シャンデリア等の照明
しょうめい

が饗宴場時代の雰囲気
ふ ん い き

を

伝えています。

千里寺本堂は昭和初期の和風
わふ う

宮殿
きゅうでん

建築
けんちく

を現在

に残す貴重なものです。

大光寺太子館

大光寺は天文
てんぶん

８（１５３９）年に創立された浄土
じょうど

真宗
しんしゅう

の寺で、現在も境内
けいだい

は真宗寺院の景観
けいかん

がよ

く伝えられています。付近
ふき ん

は吉志部
き し べ

東村
ひがしむら

と呼ば

れた時代の雰囲気
ふ ん い き

がよく残り、寺は村の中央
ちゅうおう

を

南北
なんぼく

に通る古くからの道に面
めん

して建ちます。

太子館は境内の南西
なんせい

にあり、昭和１３（１９３８）

年に聖徳
しょうとく

太子
たい し

を顕彰
けんしょう

するために建立
こんりゅう

された２階
かい

建
だて

の建物です。屋根は宝形
ほうぎょう

造
づくり

で、２階は柱
はしら

をみ

せた真壁
しんかべ

にし、手すり欄干
らんかん

や花頭
かと う

窓
まど

を入れる等

仏堂
ぶつどう

らしい和風
わふ う

に造りますが、１階は柱をみせ

ず大壁
おおかべ

にし、内部の柱上には方杖
ほうづえ

を入れ、欄間
らん ま

を回転窓
かいてんまど

にする等大正
たいしょう

から昭和初期の学校
がっこう

の木
もく

造
ぞう

校舎
こうしゃ

の構造
こうぞう

に共通
きょうつう

する手法
しゅほう

が取り入れられた

和洋折衷
わようせっちゅう

の建物です。

地元
じも と

の大工
だい く

により建てられたもので、洋風の

建築手法が取り入れられてゆく過程
かて い

がみられる

貴重なものです。
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▲大光寺太子館（北から）



吹田
すいた

操車
そうしゃ

場
じょう

遺跡
いせき

は、吹田市芝田
しばた

町
ちょう

などの吹田操

車場跡一帯
いったい

に広がる古墳
こふん

時代
じだい

～鎌倉
かまくら

時代の遺跡で

す。１９６７年工事
こうじ

中
ちゅう

に瓦器
が き

などの中世
ちゅうせい

遺物
いぶつ

が発見
はっけん

さ

れ、その後１９９８年のú大阪
おおさか

府
ふ

文化財
ぶんかざい

調査
ちょうさ

研究
けんきゅう

セン

ター（当時）による試掘
しくつ

調査
ちょうさ

によって吹田操車場

跡ほぼ全域
ぜんいき

に遺跡が拡大
かくだい

すること、多様
たよう

な性格
せいかく

を

持
も

つ遺跡であることが明
あき

らかとなりました。

今回の発掘調査は、この吹田操車場跡の北隣
きたどなり

、

岸部
きしべ

中
なか

１丁
ちょう

目
め

にあります市営
しえい

岸部
きし べ

中
なか

住宅
じゅうたく

の建替
たてかえ

に伴
ともな

い、約２９×１５mの調査
ちょうさ

区
く

１か所を設定
せってい

し

て、平成１４年９月２５日から１１月５日までの

間
あいだ

に実施
じっ し

したものです。

調査区西側
にしがわ

には、標高約７ｍにおいて淡黄
たんおう

色
しょく

粘土
ねん ど

層
そう

・黄色シルト層などがほぼ水平
すいへい

に堆積
たいせき

し、

東側
ひがしがわ

では粘土と絡
から

み合
あ

って硬質
こうしつ

になっている礫
れき

層
そう

が厚
あつ

く堆積していました。また、この両層
りょうそう

の

間には、砂
すな

・シルト・粘土・礫などの土砂
ど し ゃ

が

複雑
ふくざつ

に堆積しており、谷状
たにじょう

地形
ちけ い

や河道
かど う

群
ぐん

が存在

したことがわかりました。土砂はこれらの遺構

が埋没
まいぼつ

する過程
かてい

で堆積したとみられます。

谷状地形は、北西
ほくせい

から南東
なんとう

方向
ほうこう

に延
の

びる窪
くぼ

み

地形で、最
もっと

も広
ひろ

いところで幅
はば

約１７ｍ、深
ふか

いとこ

ろでは深さ約１.２ｍを測
はか

りました。上記
じょうき

のように、

埋土
まい ど

の堆積状況から、大別
たいべつ

して２時期
じ き

があると

考
かんが

えられます。新旧
しんきゅう

どちらの谷状地形も、北側
きたがわ

に高
たか

く南側
みなみがわ

に低
ひく

い傾向
けいこう

があり、北西方に広がる

千里
せん り

丘陵
きゅうりょう

より南東の平野
へい や

に向
む

かって開
ひら

かれてい

た谷
たに

だったとみられます。なお、谷状地形内に

おいては、東岸
とうがん

よりむしろ西岸
せいがん

付近
ふ き ん

において地

形の変化
へんか

が著
いちじる

しかったことが確認されました。

河道
かど う

群
ぐん

は、谷状地形埋没後に、その跡
あと

を流域
りゅういき

として流
なが

れていました。土層
どそ う

が著
いちじる

しく切
き

り合
あ

っ

ており、完全
かんぜん

に埋没するまで絶
た

えず流路
りゅうろ

を変
か

え

ていたと思われます。この河川
かせ ん

が何条
なんじょう

存在
そんざい

した

かはわかりませんでしたが、これらのうち最も

明確
めいかく

なものは、幅約３ｍ、深さ約１.３ｍを測り

ました。さらに、この流域の西岸には、谷状地

形西岸の落
お

ち際
ぎわ

と併走
へいそう

する、幅約１.８ｍ、高さ

約０.２ｍの帯状
おびじょう

の高
たか

まりが検出
けんしゅつ

されました。

流路
りゅうろ

を安定
あんてい

させるための護岸
ごが ん

施設
しせ つ

の痕跡
こんせき

かもし

れません。なお、この河道群の堆積
たいせき

土
ど

より弥生
やよ い

土器
ど き

の壷
つぼ

や甕
かめ

、中世の瓦器
が き

椀
わん

などの遺物が出土

しました。

今回発見された谷状地形は、当
とう

調査
ちょうさ

地
ち

の北西方

向に広がる千里丘陵内の谷から流れ出る雨水
あまみず

など

の侵食
しんしょく

作用
さよう

によって形成
けいせい

されたものではないかと

考えられます。侵食作用が治
おさ

まると、次は流
なが

れ込
こ

んだ土砂
どしゃ

により徐々
じょじょ

に砂や礫などが堆積し、その

後谷を埋
う

め尽
つ

くしてしまったものと考えられます。

河道群の存在は、土砂の流入による堆積作用で谷

が埋没した後も、川の流れが存在したことを示
しめ

す

ものです。この河道群が、谷状地形の範囲
はんい

内
ない

にお

いてしか検出されなかったのは、谷を埋没させた

軟弱
なんじゃく

な地盤
じばん

を侵食しながら流れていたからなのだ

ろうと考えられますが、あるいは、旧谷地形の

両岸
りょうがん

に護岸施設を設けるなど､人工的
じんこうてき

に制御
せいぎょ

されて

いたのかもしれません。

なお、今回の調査では、弥生
やよい

時代
じだい

中
ちゅう

・後
こう

期
き

およ

び中世の時期と考えられる遺物が出土しました

が、河道群からの出土であることを考えあわせる

と、近隣
きんりん

地
ち

において、これらの時代のまだ発見さ

れていない遺跡が存在する可能性が考えられま

す。
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▲今回見つかった谷状地形

吹田操車場遺跡の発掘調査�

▲今回出土した弥生土器の壷



１．垂水南遺跡について

垂水南遺跡は吹田市垂水町３丁目・江坂町１丁

目一帯に展開
てんかい

する、弥生時代～中世期
ちゅうせいき

の複合
ふくごう

遺跡
いせき

です。中でも中心となるのが古墳
こふん

時代
じだい

前期
ぜんき

～中期
ちゅうき

の集落
しゅうらく

跡
あと

で、竪穴式
たてあなしき

建物跡
たてものあと

、掘立
ほったて

柱
ばしら

建物跡
たてものあと

、土坑
どこう

、

井戸
い ど

、溝
みぞ

などの遺構
いこう

が検出
けんしゅつ

され、土師器
は じ き

、須恵器
す え き

、

木
もく

製品
せいひん

などの遺物
いぶつ

が出土しています。その他、金
きん

属
ぞく

器
き

生産
せいさん

・玉造
たまづくり

関係
かんけい

の生産
せいさん

も行
おこな

われたことが確
かく

認
にん

されています。また、平安時代のものとしては、

河道
かどう

跡
あと

が検出されたほか、土師器、須恵器、緑釉
りょくゆう

陶器
とうき

、銅銭
どうせん

（和銅
わどう

開珎
かいほう

・万年通宝
まんねんつうほう

・隆平
りゅうへい

永
えい

宝
ほう

）等

の遺物が出土しています。これらの一部は弘仁
こうにん

３

（８１２）年に成立
せいりつ

した東寺
とうじ

領
りょう

垂水
たるみの

庄
しょう

に関
かん

連
れん

した遺

物と考えられています。

今回の調査は、吹田市垂水町３丁目において

平成１４年７月～９月まで実施されたものです。

２．調査の成果　　　

現地
げんち

表 面
　ひょうめん　

から約１.５m下には黒
こく

褐色
かっしょく

粘質
ねんしつ

土
ど

の古

墳時代の遺物
いぶ つ

包含層
ほうがんそう

（４～５世紀
せい き

頃
ころ

）がありま

す。遺物包含層の下には厚
あつ

さ１０～２０cmの黄灰
おうかい

色
しょく

シルト層
そう

があり、この上面
じょうめん

でピット、杭
くい

等の

遺構を確認できたほか、調査
ちょうさ

区
く

全体
ぜんたい

にまたがる

規
き

模
ぼ

の大きな河道とこれに重複
ちょうふく

するやや小規模

の河道が確認されました。

検出遺構　　　

ピットは調査区の南端
みなみはし

、河道１の落
お

ち際
ぎわ

付近
ふき ん

で合計１４基
き

検出されました。直径
ちょっけい

約
やく

０.１～０.６m、

深
ふか

さは０.１～０.８mを測
はか

ります。現状
げんじょう

では小
しょう

範囲
はん い

のみの検出であるため、その性格
せいかく

は特定
とくてい

できま

せんが、南隣
みなみどなり

で実施された５３次調査で建物の柱
はしら

跡
あと

、樹木
じゅもく

の根
ね

跡
あと

等が検出されており、これに関

連したものと考えられます。

杭は調査区の南端、河道１の落ち際付近で２

基検出されました。いずれも径約８cmの先端
せんたん

を

尖
とが

らせたものがほぼ垂直
　すいちょく　

に打
う

ち込
こ

まれていまし

た。

河道は２条
じょう

確認されました。河道１は調査区

全体にまたがる規模の大きな河道で、幅
はば

３０ｍ以

上、深さ約１.８mを測り、南東
なんとう

方向
ほうこう

に流
なが

れるもの

です。河道内の堆積層
たいせきそう

は砂
すな

を主体
しゅたい

とし、数層
すうそう

の

粘土
ねん ど

層
そう

がみられ、短期間
たんきかん

の急
きゅう

な流
なが

れによる堆積

と長期間のゆっくりした堆積が繰
く

り返
かえ

された結
けっ

果
か

と考えられます。出土遺物は堆積層から弥生

土器、土師器、須恵器などの土器類が多量に検

出されました。河道２は河道１に重複する状態

で検出されました。南東方向に流れる、幅約８

～１０ｍ、深さ約０.９ｍを測るもので、堆積層

は粘土を主体としています。少量の土器類が
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出土しました。

出土遺物

遺物はピット、河道等の遺構

と遺物包含層から出土しました

が、大部分
だいぶぶん

は河道から出土した

ものです。弥生時代には弥生土

器（壺
つぼ

、甕
かめ

、高杯
たかつき

、鉢
はち

、蓋
ふた

）が

あり、古墳時代には土師器（壺、

甕、高杯、鉢、器
き

台
だい

、椀
わん

、ミニ

チュア壺）、須恵器（杯
つき

、壺、は

そう、甕）、韓式系
かんしきけい

土器
ど き

、製塩
せいえん

土器
ど き

、土
ど

錘
すい

、鉱滓片
こうさいへん

、鉄器
て っ き

（用
よう

途
と

不明
ふ め い

）、石製品
せきせいひん

（砥
と

石
いし

など）、

木製品
もくせいひん

（農
のう

具
ぐ

？、杭
くい

など）、獣骨
じゅうこつ

、

貝類
かいるい

、桃核
とうかく

があります。

出土遺物は大部分が古墳時代

の土師器（４～５世紀）で、地
じ

元産
もとさん

の土器が最も多く、他に少
しょう

量
りょう

の他
た

地域
ちい き

産
さん

（東海
とうかい

・近江
おう み

・河
かわ

内
ち

・山陽
さんよう

・山陰
さんいん

地方）の土器が

認められました。弥生土器は後

期の土器が多く、中期の土器は

相対的
そうたいてき

に少ないのですが、遺存
いぞ ん

状態
じょうたい

の良好
りょうこう

な土器の出土が注目

されます。

３．まとめ

今回の調査では古墳時代のピ

ット、河道等の遺構と弥生～古

墳時代の多量の遺物を検出しま

した。調査区南西部の地
じ

盤
ばん

の高
たか

い面
めん

にピットが確認され、河道からは、生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

である多量の土器が出土したことなどか

ら今回の調査区は古墳時代の住居
じゅうきょ

域
いき

の一部と

思われます。出土した土器の中に東海・近

江・河内・山陽・山陰地方などの他地域産の

もの、韓式系土器が含まれるのは古墳時代に

おける当遺跡の立地
り っ ち

のあり方を如実
にょじつ

に示して

いるものと思われます。また、鉱滓片の出土

は当調査区の東隣
ひがしどなり

の第４８次調査区で鍛冶
か じ

生産
せいさん

に関連すると思われる遺構が検出されており、

これに関連したものと思われます。このよう

に古墳時代の集落跡の一部を検出するという

成果を挙
あ

げることができました。また、古墳

時代以外で注目されたのは、河道から弥生中

期の土器が多量にしかも良好な遺存状態で出

土したことです。これまでの調査では、弥生

後期の甕が細片で少量出土することは時折認

められましたが、弥生中期の土器がこれほど

多量に出土したことはありませんでした。垂

水南遺跡の営
いとな

まれた時期が弥生中期まで遡
さかのぼ

る

可能性
かのうせい

が高いことから、今
こん

後
ご

周辺
しゅうへん

でこの時期

の集落跡が検出されることが予想されます。

弥生中期の遺跡としては吹田市内では垂水遺

跡という弥生時代の代表的な集落遺跡があり

ますが、これに時期
じ き

的
てき

に重
かさ

なる部分が多く、

今後の弥生時代集落研究の進展が期待されま

す。
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▲Ｂ区　河道　検出状況（西から）

古紙配合率１００%再生紙を利用しています�

▲Ｂ区　土師器（古墳時代）出土状況


